
令和６年度 コンプライアンス・アドバイザリー委員会 議事概要

１．日時 ： 令和７年２月２８日（金）１４時００分～１６時００分

２．場所 ： 近畿地方整備局 大手前合同庁舎 ５階 共用会議室

３．出席委員 ： 委員長 井上 圭吾 弁護士
  委 員 小西 華子 弁護士
  委 員 髙橋 司 弁護士
  委 員 吉川 吉衞 国士舘大学 防災・救急救助総合研究所

学術研究員（客員教授）
   

  （委員は五十音順）

４．議事 ：（１）令和６年度近畿地方整備局コンプライアンス推進計画の取組報告
 （２）令和７年度近畿地方整備局コンプライアンス推進計画（案）
 （３）意見交換
 

「近畿地方整備局 コンプライアンス・アドバイザリー委員会」

委員会概要
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委員会概要

▲ 井上委員長

▲ 小西委員

▲ 髙橋委員

▲ 吉川委員

▲ 長谷川推進本部長



令和６年度 コンプライアンス・アドバイザリー委員会 議事概要

（１）令和６年度のコンプライアンス推進の取組について

・ 令和６年度取組報告を見ましたところ、大変意欲的で好印象を持ちました。
とりわけ、職員への啓発資料に長谷川局長の顔出しがあることが素晴らしいと思いました。
それは、局長の顔出しがあるとそれを見た多数の職員が見守られている感が致しますし、

それが仕事のやりがいとかポジティブなことにつながり、全体的に底上げになると思います。

・ 行政文書管理に関する設問で、 ５０代以降の正答率が低かったという報告がありました。
その理由は、決裁はするが起案をしていないため理解不足がある、若い世代に比べて電子

化の対応で劣る、と説明がありましたが、その世代に属するものとして、ある種共感・同情
しつつ、しかし、それに適合していかないといけないと思います。是非徹底願いたい。

・ 一方的な研修の実施だけではなく、トレーニングとかミーティングとか、双方向であった
り、実際に実践するという形でやっておられるんで、その成果が出ているなというのは実感
しているところです。
昨今のカスタマーハラスメントについて、民間企業もそうですけど、立場上やることもあ

れば、受けることもあるというところで、カスハラと不当要求を分けるのがいいのか、カス
ハラという形で受ける場合とする場合と両方のくくりにした方がいいのか、今後工夫の余地
があるのかと思います。
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（２）令和７年度コンプライアンス推進計画（案）について

・ ハラスメント防止の徹底について、心理的安全性の醸成を意識した取組を行うことを今回
の計画案に盛り込んでいて、来年度から研修や講習会等で周知徹底すると事務局より説明が
ありましたので、来年度にまた取組結果を聞かせてもらうということで宜しくお願いします。

・ ハラスメントの問題になったような時に、聞き取りを深くしてみたら、いろんな人が「あ
の人からハラスメント受けました」って答えるんですけど、それが全然上へ上がっていかな
いことがあります。何故かというと、報復されるからとか、ちゃんと対応してくれないから
とか、そういうふうに思い込んでいるようなところがありますので、ハラスメントの防止と
いうのは当然大事なんですけれども、ハラスメントがあった場合に、相談しても不利益を受
けるわけじゃないんですよということの周知徹底、あるいはしっかりとした対応体制という
のが非常に大事かなと思います。

4

委員から出された提言・感想



令和６年度 コンプライアンス・アドバイザリー委員会 議事概要

（３）その他（コンプライアンス全般）

・ 最近、企業ではフィッシングメールの話ということが結構話題で、誤ってついクリックし
てしまうことによって、企業自体の情報が漏洩の危機に陥ることがあるということへの注目
が集まっています。
広く言えば、文書管理というような問題なのかもしれません。コンプライアンスとは少し

違うかもしれませんが、規律と言えば規律違反になるわけで、そういった辺りのことも対策
としてやっておかないと大きなことになったりするところかなと思います。
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